
・荒尾市水道事業包括委託（第 3ステージ）の公募要領等の修正に関する新旧対照表（修正箇所朱書き抜粋）令和７年８月公表 

旧 新（修正版） 

【業務要求水準書】 

7 頁  

２ 管理支援業務に係る要求水準＞（１）庁舎管理業務＞【主な業務】＞

○毎年の消防設備点検（総合点検及び機器点検） 

・点検項目 自動火災報知設備（中央監視棟、阪南倉庫、阪南倉庫前旧入

札室）及び消火器（10 箇所） 

7 頁 

２ 管理支援業務に係る要求水準＞（１）庁舎管理業務＞【主な業務】＞

○毎年の消防設備点検（総合点検及び機器点検） 

・点検項目 自動火災報知設備（中央監視棟（1箇所程度）、阪南倉庫（２

箇所程度）、阪南倉庫前旧入札室（２箇所程度））及び消火器（13 箇所程度） 

８頁  

（２）総務関連補助業務＞【主な業務】 

○広報・公聴に関すること 

 ・（略） 

・水道週間、下水道の日等におけるイベント活動(年２回程度) 

・ＢＣＭに基づく、災害や事故時の広報活動 

○（略） 

○（略） 

○（略） 

○普及・啓発活動 

 ・（略） 

 ・各種手続き等のサービスアプリの開発及び管理更新 

８頁  

（２）総務関連補助業務＞【主な業務】 

○広報・公聴に関すること 

 ・（略） 

・水道週間、下水道の日等におけるイベント活動 

・災害や事故時の広報活動 

○（略） 

○（略） 

○（略） 

○普及・啓発活動 

 ・（略） 

 ・各種手続き等のサービスアプリの開発及び管理更新に係る助言 

12 頁 

４ 設計建設業務に係る要求水準＞（１）工事等業務＞①中央水源地送水

ポンプ棟改築工事業務を除く工事業務＞【主な業務】 

○関係機関及び地元との調整補助業務 

12 頁 

４ 設計建設業務に係る要求水準＞（１）工事等業務＞①中央水源地送水

ポンプ棟改築工事業務を除く工事業務＞【主な業務】 

○関係機関及び地元との調整業務 



13 頁 

 ４ 設計建設業務に係る要求水準＞（１）工事等業務＞②中央水源地送水

ポンプ棟改築工事業務 

・なお、業務の実施に当たっては、①に示した基準に基づくこととするが、

更新年度の変更は想定していない。 

13 頁 

 ４ 設計建設業務に係る要求水準＞（１）工事等業務＞②中央水源地送水

ポンプ棟改築工事業務 

・なお、業務の実施に当たっては、①に示した基準に基づくこととする。 

【業務委託契約書（案）】 

35 頁 別表３の表中 

・「資本的支出＞工事等＞工事等業務＞劣化診断業務」の行を削除。 

・表中の備考欄の「時系列第１表 賃金指数」の文言を「時系列第１表 賃

金指数＞全国調査＞事業所規模５人以上＞調査産業計＞現金給与総額」へ改

める。 

35 頁 別表３の表中 

・「資本的支出＞工事等＞工事等業務＞劣化診断業務」の行を削除。 

・表中の備考欄の「時系列第１表 賃金指数」の文言を「時系列第１表 賃

金指数＞全国調査＞事業所規模５人以上＞調査産業計＞現金給与総額」へ改

める。 

35 頁 別表１ 

・表中の「令和８～16 年度９月末の平均値」の文言を「令和８～16 年度 

３月末の平均値」へ修正する。 

35 頁 別表１ 

・表中の「令和８～16 年度９月末の平均値」の文言を「令和８～16 年度 

３月末の平均値」へ修正する。 

【様式集（様式Ⅳ）_Ⅳ-５見積内訳書】 

別紙⑤―１ 

・下欄の「見積条件」中の「・消火栓点検業務について、上記金額を計上す

ること。」の文言を削除する。 

別紙⑤―１ 

・下欄の「見積条件」中の「・消火栓点検業務について、上記金額を計上す

ること。」の文言を削除する。 

別紙⑨ 

・「管路修繕費」を「管路修繕費」と「消火栓維持管理費」に分割し、それぞ

れの毎年度の金額を「50,000」と「727」とする。 

別紙⑨ 

・「管路修繕費」を「管路修繕費」と「消火栓維持管理費」に分割し、それぞ

れの毎年度の金額を「50,000」と「727」とする。 

別紙⑭―１ 

・セルD9中の数式を「=300000*P9/100」から「=363636*P9/100」へ修正

する。 

別紙⑭―１ 

・セルD9中の数式を「=300000*P9/100」から「=363636*P9/100」へ修正

する。 

 


